
P２１４〔濱木綿子宛〕②・・・P214「大事（右圖參照）なのは相手方（ C’場）がせりふを言ふ時（關係Ｄ１）、心でではなく（即ち『意
D1は似せ易し』だから、意・氣持ち＝Ｄ１の至小化ではなく ）、體（姿）で聴いてゐなければならない（Ｅの至大化：即ち『姿Eは似
せ難し』だから、嘘が出來ないから）」⇒ （左圖參照） 「それ（體・姿で聴く：Ｅの至大化）をあなた（左△枠）は極端に無視してゐる
（Ｅの至小化）」⇒ （右圖參照）Ｐ２１５「相手（ C‘場）の言葉を聴いてゐるうち（場との關係Ｄ１）に、當然胸がふくらんで來る筈（心
の動き：Ｄ１の至大化）で、そのふくらみ（心の動き：Ｄ１の至大化）が助走部（Ｅの至大化）となり、相手の話が終つた瞬間に踏切
つて（Ｅの至大化）自分（右△枠）のせりふ（Ｆ）にならなければ（Ｅの至大化）ならない」。

《せりふの原則、テレビや映畫ではごまかせても芝居では絶對にごまかせないせりふの公理》： （西歐演劇＝右圖參照） ・・・

＊Ｐ２１５「それは、相手方（ C‘場）のせりふを聴いてゐる時（場との關係Ｄ１）にこそ、自分（△枠）の芝居（せりふFと動きＥ）のす
べてが懸つてゐる（Ｄ１の至大化＝Ｅの至大化）のだといふ事。自分（△枠）の番になつて初めて自分のせりふ（Ｆ）を喋るのでは
ありません（Ｅの至小化）。そのせりふのすべて、いや、それ以上の事を、次に言ふ（Ｅ）自分（△枠）のせりふ（Ｆ）に盛切れぬほ
ど多くの事を、相手（ C‘場）が喋ってゐる時（場との關係Ｄ１＝即ち聴いてゐる時）に心の中（Ｄ１）で喋りまくつてゐる（Ｅ）のです。
聽きながら（Ｄ１）喋つてゐる（Ｅ）のであり、したがつて、聴く事（Ｄ１の至大化）は喋る事（Ｅの至大化）なのです。

＊Ｐ２１６「役者（△枠）としての心得の第一は、自分のせりふ（Ｆ）を機械的に早く覺えてしまひ（Ｅ）、次にはその自分のせりふ
（Ｆ）の切掛けになる相手（ C‘場）のせりふ（場との關係Ｄ１＝心の動き）まですつかり覺えてしまふ事。その後で自他のせりふ
（Ｆ）を忘れた樣に自由になり（Ｅの至大化）、相手のせりふ（場 C’）が毎晩舞台の上（場 C‘）で一つ一つ初めて聴く言葉の樣に
新鮮に聞えて來（Ｄ１の至大化）、自分のせりふ（Ｆ）もそれに應じて初めて口に出た樣に新鮮に喋れる樣（Ｅの至大化）になる事
です（即ち、Ｄ１の至大化＝Ｅの至大化）」。

＊「體（姿）で聴いてゐなけ
ればならない（Ｅの至大化」。
＊「自分（△枠）の芝居（せ
りふFと動きＥ）のすべてが
懸つてゐる（Ｄ１の至大化
＝Ｅの至大化） 」＊「ふくら
み（心の動き：Ｄ１の至大
化）が助走部（Ｅの至大化）
となり、相手の話が終つた
瞬間に踏切つて（Ｅの至大
化）」。＊「 聴く事（Ｄ１の至
大化）は喋る事（Ｅの至大
化）」。＊「自他のせりふ
（Ｆ）を忘れた樣に自由にな
り（Ｅの至大化）」。＊「初め
て口に出た樣に新鮮に喋
れる樣に（Ｅの至大化）」。

＊ 「相手（ C‘場）
の言葉を聴いてゐ
るうち（場との關係
Ｄ１）に、當然胸が
ふくらんで來る筈
（心の動き：Ｄ１の
至大化）」。＊ 「せ
りふを聴いてゐる
時（場との關係Ｄ
１）」。＊「聴く事（Ｄ
１の至大化）は喋
る事（Ｅの至大
化）」。

（Ｆ）：せりふ

相手方（ C’
場）

西洋流の現代劇（西歐近代 C‘）・主題（ C‘）

せりふ（Ｆ）

＊「一つ一つのせりふ（Ｆ）が須
磨子調（Ｅの至小化）になる原
因はどこにあるのか」⇒「 （體・
姿で聴く：Ｅの至大化）をあなた
（濱木綿子△枠）は極端に無視
してゐる（Ｅの至小化）」「それ
は自分（△枠）のせりふ（Ｆ）を
言ふ切掛で初めて芝居（演技）
に掛かる（Ｅの至小化）からで、
それまでのあなたは全く芝居
（演技）をしてゐない（Ｅの至小
化）」⇒「完全な死に體（Ｅの至
小化）になつてゐる」。

『近代化適應異常：Ｄ１
の至小化』・・・松井須磨
子は「西洋流の現代劇
（西歐近代 C‘＝主題 C’）
といふ新しい種を蒔く役
割（Ｄ１）を演じた」（但し、
適應異常：Ｄ１の至小化
であつた）。
＊その『西歐演劇 C‘へ
の近代化適應異常：Ｄ１
の至小化』に今も四者
（△枠）は支配されてゐ
ると言ふ事。 彼我の差日本の女優（△枠）・・・

松井須磨子・杉村春子・
濱木綿子他。

（△枠）：役者・觀客


